
自分自身に誇りをもち、自他を尊重し、未来を切り拓く人間の育成

校 訓

自律・愛・創造

令和６年度がスタートしました！！
４月１１日（木）に入学式が行われました。新入生２４名

が晴れて伊里中学校の仲間になりました。２年生２５名、３

年生１５名と合わせて全校生徒は６４名になりました。全校

生徒６４名で新たな歴史をつくっていきましょう。

～入学式の式辞より～
校長先生の式辞の中に、新入生に向けて次の２つのお願いがありました。

「夢や目標をもって、それに向かって挑戦する人になってほしい。」

「思いやりの心をもってまわりの人にやさしく接する人になってほしい。」

１つ目は、メジャーリーグで活躍する大谷翔平選手を例に挙げて、大谷選手は高校１年

生の時に「自己目標達成シート」を作成し、コツコツと挑戦する中で夢を叶えていった

という話がありました。２つ目は、論語の「仁」という言葉を紹介して、思いやりの心

を持つことの大切さの紹介がありました。１人１人がこの２つのことを意識して充実し

た１年になるように頑張りましょう。

交通安全教室（１年）
４月１６日（火）２時間目に交通安全教室を行いました。伊里中学校では、新入生を

対象に自転車の安全な運転技術の習得と、交通ルールを守ろうとする態度の育成を図る

ことを目的に毎年行っています。備前警察署交通課と連携し、生徒にモデルコースを自

転車で走行させながら、安全な運転方法や交通マナーを指導していただきました。地域

のボランティアの方にも協力していただき、心温まる安全教室となりました。生徒たち

も、自転車の運転に慣れないながらも、交通ルールを１つ１つ確認しながら運転するこ

とができました。また、安全教室の前には備前ロータリーク

ラブの方から安全タスキが贈呈されました。伊里中の生徒は、

その安全タスキをつけて交通ルールを守って、登下校してく

れると思います。備前ロータリークラブ・地域の皆様、あり

がとうございました。これからもどうかあたたかく見守って

いただけたらと思います。

生徒総会
４月２４日（水）５時間目に１年に１回の生徒総会がありました。本校体育館にて全

校生徒が集まって生徒会の活動について話し合いが行われました。令和５年度後期の執

行部・各専門委員会の活動報告、生徒会会計報告および令和

６年度前期の執行部・各専門委員会・部活動の活動計画、生

徒会会計予算案、などについて話し合いが行われました。生

徒会の活動は全校生徒１人１人がつくっていく活動です。伊

里中学校がさらによい学校になるように、みんなでしっかり

考えていってほしいと思います。また、生徒会から保護者の



皆様にもいろいろお願いがあるかもしれませんが、その際はどうぞご協力をよろしくお

願いします。最後に、生徒総会の準備・運営をしてくれた執行部や専門委員長の皆さん、

ありがとうございました。

【新しく赴任された先生】 はじめまして。よろしくお願いします！！

氏 名 役職・教科等 前 任 校 等

君塚 清久 校長 玉野市立八浜中学校

岸村 ゆり 教諭・社会 玉野市立玉中学校

雨森 勇人 常勤講師・数学 備前市立伊里小学校

橋本 眞知子 非常勤講師・国語 備前市立伊里中学校継続勤務

北脇 義友 非常勤講師・理科 備前市立吉永中学校

小根国 一輝 事務主事 津山市立広野小学校

ホマオアス アイリッシュ ＡＬＴ 備前市新規採用

【離任された先生】 大変お世話になりました。ありがとうございました！！

氏 名 役職・教科等 転 出 校 等

清利 太志 校長 備前市立三石中学校

橋本 眞知子 教諭・国語 退 職

岡島 春恵 教諭・社会 瀬戸内市邑久中学校

石田 知之 非常勤講師・数学 退 職

川村 彩 事務主事 和気町立佐伯小学校

フェメ ウダン ＡＬＴ 県外の派遣先へ

参観日ありがとうございました。
４月２０（土）に行われた参観日には、多くの保護者の方にご参観いただきありがとう

ございました。授業参観、ＰＴＡ総会、学年懇談、部懇談とタイトなスケジュールでした

が、学校の様子や学校の方針を知っていただく機会となったと思います。学校としては、

様々な場面を通して学校の方針や情報を発信していきたいと思っています。今後も何卒ご

理解とご協力をよろしくお願いいたします。また、ご不明な点等がありましたら、いつで

もご相談ください。

編集後記
はじめまして。今年度４月より伊里中学校に着任しました校長の君塚清久（きみづか

きよひさ）と申します。どうぞよろしくお願いいたします。伊里中学校に来てまず感

じたのはボランティア活動が活発だと言うことです。朝７時３０分ごろから生徒たち

がやって来て草抜きをしたり、プランターに水やりをしたり・・・。その光景を見る

とすがすがしい気分になります。このように生徒が主体的に活動している姿は実にす

ばらしいと思います。学校の教育活動においては、この「主体的に」という言葉がキ

ーワードのような気がします。授業はもちろんのこと、体育会などの学校行事や様々

な教育活動の中で、生徒が「主体的に」活動できるように工夫していきたいと考えて

います。１年間どうぞよろしくお願いします。


